
 

さけます関係研究開発等推進会議研究部会報告書 

 

 会議責任者 北海道区水産研究所長 

 

１ 会議日時及び場所 日時 平成 28 年 8 月 3 日（水）  9：30～12：30 
           場所 ホテルライフォート札幌（札幌市中央区南 10 条西 1 丁目） 

 

２ 出席者所属機関及び人数     ２６機関 ６０名 

 

３ 結果の概要 

 

議 題 結果の概要 

１ 会議手続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 各機関の研究開発

の実施状況 

 

 

 

 

３ 標識放流結果及び

計画 

 

 

 

４ トピックス情報 

 

 

 

 

議題・運営要領を確認した。編集上の修正以外は意見等

がなかった。 

 

サクラマス分科会への付託事項および当分科会運営要領

の提案を北水研から行った。サクラマス分科会への付託事

項は、「サクラマス資源の保全や増養殖による持続的かつ

安定的な生産を実現するための関連する試験研究および技

術についての情報交換、構成者間の連携強化、新たな試験

研究の企画・立案」とすることが了承された。運営要領は

編集上の修正を除き了承された。 

 

道県試験研究機関及び当機構のさけます関連研究課題を

取りまとめた「平成28年度さけます関連研究開発課題一覧

」に基づき、各試験研究機関から実施概要の紹介がなされ

、質疑応答が行われた。また、寒地土木研究所および出席

の大学から研究の概要紹介がなされた。 

 

各試験研究機関等が行った平成27年度の標識放流結果、

平成28年度の標識放流計画及びさけますに関するモニタリ

ングデータについて、北水研が取りまとめた資料及びCDが

提供され、情報共有された。 

 

 北水研から平成28年度水産庁委託サケ回帰率向上対策事

業調査計画の紹介、北大フィールド科セ 上田教授から「

生理活性物質投与による高回帰性サケ創出の試み」に関す

る研究紹介があった。 

 



 

５ サクラマス分科会

報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 研究ニーズ・共同

研究の提案 

 

 

 

７ その他 

8月2日開催のサクラマス分科会の結果概要として、平成2

7年度の外部資金への応募は見送りとなったものの、引き続

き外部資金の獲得をめざすこととし、今年度は環境総合推

進費への応募を念頭に置いた研究提案をおこなうこととし

た。また、資源評価のためのモニタリングの一環として昨

年実施された再生産モニタリング結果および各県独自の研

究概要などの報告と意見交換を行い、再生産モニタリング

を含む資源評価に向けた取り組みを継続実施することを確

認した。 

 

 内水面関係研究開発推進会議に提出されたサクラマス関

係課題については、サクラマス分科会で検討した結果を同

会議に報告することとした。その他の共同研究に関するニ

ーズ・提案はなかった。 

 

 関係機関間で交換しているさけます増殖・資源に関する

統計・モニタリングデータの公表の可否について、北水研

から検討依頼を行った。これは、近年、研究論文の公表に

当たって生データの公表までも求められる場合が増加して

いることから、公的資金により収集された統計・モニタリ

ング情報は公表することが望ましいと考えられるためであ

る。 

 

 



 

平成 28 年度さけます関係研究開発等推進会議 研究部会 

議事次第 

 

日 時： 平成 28 年 8 月 3 日（水）  9：30～12：30 

場 所： ホテル ライフォート札幌  札幌市中央区南10条西1丁目 TEL：011-521-5211 

 

１ 挨  拶 

   主催者：北海道区水産研究所長 

 

２ 議  事 

（１）会議手続き（資料 1） 

（２）各機関の研究開発の実施状況（資料 2） 

（３）標識放流結果及び計画（資料 3） 

（４）トピックス情報 

   水産庁委託サケ回帰率向上対策事業調査計画の紹介（北水研） 

   生理活性物質投与による高回帰性サケ創出の試み（北大フィールド科セ 上田教授） 

（５）サクラマス分科会報告 

（６）研究ニーズ・共同研究の提案 

（７）その他 

 


